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注　1　警察庁資料による。
　　2　シートベルト着用者率＝シートベルト着用死傷者数（自動車乗車中) ÷死傷者数（自動車乗車中) ×100
　　3　致死率（自動車乗車中)＝死者数（自動車乗車中) ÷死傷者数（自動車乗車中) ×100

第２節 平成２３年中の道路交通事故の状況

1概況及び死者数減少の要因
平成２３年中の交通事故発生件数は６９万１，９３７件で，
これによる死者数は４，６１２人，負傷者数は８５万４，４９３
人であった（死傷者数は８５万９，１０５人）。
前 年 と 比 べ る と，発 生 件 数 は３万３，８３６件
（４．７％），死者数は２５１人（５．２％），負傷者数は４
万１，７１５人（４．７％）減少した（死傷者数は４万１，９６６
人（４．７％）減少）。
交通事故による死者数は１１年連続で減少となり，
ピーク時（昭和４５年：１万６，７６５人）の３割以下と
なり，交通事故発生件数及び負傷者数も７年連続で
減少し，発生件数は平成４年以来１９年振りに７０万件
以下となった。しかしながら，死者数のうち６５歳以
上の高齢者が占める割合は半数近くあり，また，飲
酒運転等の悪質違反に起因する交通事故によって，
多くの尊い命が交通事故の犠牲となるなど，交通事
故情勢は依然として厳しいものがある。
平成１３年以降，死者数が減少した要因としては，
基本的には，道路交通環境の整備，交通安全思想の
普及徹底，安全運転の確保，車両の安全性の確保，

道路交通秩序の維持，救助・救急体制等の整備等，
交通安全基本計画に基づく諸対策を総合的に推進し
てきたことによるが，定量的に示すことができる主
な要因としては，①シートベルト着用者率の向上
（第１―４図），②事故直前の車両速度の低下（第１―５
図），③飲酒運転等悪質・危険性の高い事故の減少
（第１―６図），④歩行者の法令遵守（第１―７図）等が
挙げられる。

2交通死亡事故等の特徴
⑴年齢層別交通事故死者数及び負傷者数
平成２３年中の交通事故死者数を年齢層別にみる
と，６５歳以上の高齢者（２，２６２人）が１９年連続で最
も多く，全死者数に占める割合は，６５歳以上の高齢
者の人口構成比（２３．３％：総務省統計資料「人口推
計（平成２３年１０月１日現在）」による。）の２倍を超
える４９．０％となっている。
前年と比べると，４０～４９歳（１２人増），６０～６４歳
（６人増），１５歳以下（３人増）の年齢層で増加，６５
歳以上（１８８人減），３０～３９歳（３３人減），１６～２４歳

第１―４図 シートベルト着用者率及び致死率（自動車乗車中）の推移
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注　警察庁資料による。

（３２人減），２５～２９歳（１４人減），５０～５９歳（５人減）
の年齢層で減少した（第１―８図）。
年齢層別の交通事故死者数の推移をみると，過去

１０年間では，特に１６～２４歳の年齢層の減少傾向が顕
著である（第１―９図）。
交通事故負傷者数を年齢層別にみると，３０～３９歳
（１６万９９７人）と４０～４９歳（１３万８，２４１人）の年齢層
が多く，両者で全体の３５．０％を占めている。前年と
比べると，４０～４９歳を除く全ての年齢層で減少し，
その 中 で も１６～２４歳（１万４８３人 減）と３０～３９歳

（９，５８０人減）の年齢層が特に減少した（第１―１０図）。
⑵状態別交通事故死者数及び負傷者数等
平成２３年中の交通事故死者数を状態別にみると，
歩行中（１，６８６人）が最も多く，次いで自動車乗車
中（１，４４２人）となっており，両者で全体の６７．８％
を占めている。前年と比べると，自動二輪乗車中を
除く全ての状態で減少しており，特に自動車乗車中
（１６０人，１０．０％減）の減少幅が大きく，減少数（２５１
人）の６割以上を占めている（第１―１１図）。
交通事故死者数に占める割合が最も多い６５歳以上

第１―５図 危険認知速度別交通事故件数（一般道路）及び死者数の推移

第１―６図 飲酒運転・最高速度違反による交通事故件数及び死者数等の推移
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の年齢層について状態別にみると，歩行中がほぼ半
数（４９．６％）を占め，次いで自動車乗車中（２４．８％），
自転車乗用中（１６．６％）の順に多い（第１―１２図）。
状態別の交通事故死者数の推移をみると，近年は
すべての状態で減少傾向にあり，過去１０年間では，
自動車乗車中（平成１３年の０．３９倍）が約４割に減少
している（第１―１３図）。
交通事故負傷者数を状態別にみると，自動車乗車
中が５３万７，９５６人と最も多く，全負傷者数の６３．０％
を占めており，次いで自転車乗用中が１４万３，１１０人
（１６．７％）となっている（第１―１４図）。

⑶状態別・年齢層別の交通事故死者数
平成２３年中の状態別の交通事故死者数を年齢層別
にみると，次のような特徴がみられる（第１―１５図）。
① 自動車乗車中については，６５歳以上の年齢層
が全体の３８．９％と最も多くを占めている。
② 自動二輪車乗車中については，１６～２４歳の年
齢層が全体の２５．１％と最も多くを占めている。
③ 原付乗車中については，６５歳以上の年齢層が
全体の４６．５％と最も多くを占めている。
④ 自転車乗用中及び歩行中については，６５歳以
上の年齢層が，それぞれ全体の５９．７％，６６．５％と最

第１―７図 歩行中の死傷者数及び違反あり歩行者の死傷者数の推移

第１―８図 年齢層別交通事故死者数（平成２３年）
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も多くを占めている。
また，平成２３年中の状態別・年齢層別の交通事故
死者数を前年と比較すると，６５歳以上の歩行中（１０７
人減）と５０～５９歳の自動車乗車中（３７人減）が特に
減少した。その他では，６５歳以上の自転車乗用中
（３５人減），１６～２４歳及び４０～４９歳の自動車乗車中
（３１人減）等が減少し，一方で４０～４９歳の歩行中（２３

人増），５０～５９歳の自転車乗用中（２０人増），４０～４９
歳の自動二輪車乗車中（１９人増），１６～２４歳及び３０～
３９歳の歩行中（１６人増）等が増加した（第１―１６図）。
⑷男女別・状態別の交通事故死者数
平成２３年中の交通事故死者数を男女別にみると，
男性は自動車乗車中が３５．１％を占め，女性は歩行中
が５３．１％を占めた。

第１―９図 年齢層別交通事故死者数の推移

第１―１０図 年齢層別交通事故負傷者数の推移



第１編 陸上交通 第１部 道路交通

１２

その他
10人（0.2％）

－8人

歩行中
1,686人（36.6％）

－28人

自転車乗用中
628人（13.6％）

－30人
原付乗車中
333人
（7.2％）
－26人

自動二輪車乗車中
513人（11.1％）

1人

自動車同乗中
375人（8.1％）

－18人

自動車運転中
1,067人（23.1％）

－142人

二輪車乗車中
846人（18.3％）

－25人

自動車乗車中
1,442人
（31.3％）
－160人合　計

4,612人

注　警察庁資料による。

（人）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

23年2116116平成元59昭和54

歩行中自転車乗用中
原付乗車中自動二輪車乗車中自動車乗車中

1,121人（49.6）

561人（24.8）

375人（16.6）

155人（6.9）

42人（1.9）

歩行者がほぼ半数

注　１　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。
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１０年前と比べると，男女とも減少しているが，男
性の減少（４９．８％減）が顕著である。状態別でみる
と，特に自動車乗車中が大きく減少しており，男性
は半数以下となった（第１―１７図）。
また，年齢層別にみると，６５歳以上の女性の歩行

中の占める割合と１６～２４歳の女性の自動車乗車中の
占める割合が高い（第１―１８図）。
⑸飲酒運転による交通事故発生状況
平成２３年中の原付以上運転者（第１当事者）の飲
酒運転による交通事故件数は５，０２９件（構成率０．８％）

第１―１１図 状態別交通事故死者数（平成２３年）

第１―１２図 高齢者の状態別交通事故死者数の推移
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注　1　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。
　　2　（　）内は，状態別負傷者数の構成率（％）である。

で，前年と比べると５２４件（９．４％）減少した。交通
死亡事故発生件数は２６９件（構成率６．５％）で，前年
と比べると１８件（６．３％）減少した（第１―１９図）。
過去１０年間の推移をみると，飲酒運転に対する罰
則等が強化された平成１４年以降の減少が顕著であ
り，さらには，１８年９月以降の飲酒運転根絶に対す

る社会的機運の高まりや，１９年９月の飲酒運転の厳
罰化，２１年６月の悪質・危険運転者に対する行政処
分の強化等により，２３年中の交通死亡事故発生件数
は１０年前の４分の１以下（平成１３年に比べ７７．４％減）
に減少した（第１―１９図）。

第１―１３図 状態別交通事故死者数の推移

第１―１４図 状態別交通事故負傷者数の推移
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⑹シートベルト着用の有無別死者数
平成２３年中の自動車乗車中の交通事故死者数を
シートベルト着用の有無別にみると，非着用は６７１
人で，前年に比べて７０人（９．４％）減少した（第１―２０
図）。
過去１０年間のシートベルト非着用の交通事故死者
数を乗車位置別にみると，シートベルト着用者率の
向上に伴い，各席とも非着用の交通事故死者数は減
少する傾向にある（第１―２１図）。

平成２３年中の自動車乗車中の死傷者をシートベル
ト着用有無別の致死率でみると，非着用者の致死率
は着用者の１４．７倍と高くなっている（第１―２２図）。
⑺チャイルドシート使用の有無別死傷者数
平成２３年中の６歳未満幼児の自動車同乗中の死者
数は，１７人（うちチャイルドシート使用は６人）で
あり，重傷者数は１０５人であった（第１―２３図）。
チャイルドシートの使用者率（６歳未満幼児の自
動車同乗中死傷者に占める使用の死傷者の割合）は

第１―１５図 平成２３年中の状態別・年齢層別交通事故死者数

第１―１６図 平成２３年中の状態別・年齢層別交通事故死者数（対前年比）
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１５

死
者
数

（人）

歩行中
自転車乗用中
原付乗車中
自動二輪車乗車中
自動車乗車中

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

23年13年23年

女男

13年

2,872人
（47.4％）

1,066人
（35.1％） 839人

（31.2％） 376人（23.9％)

785人
（13.0％）

499人（16.4％)
14人

（0.9％）

573人
（9.5％）

229人（7.5％) 180人
（6.7％）

104人
（6.6％）

636人
（10.5％）

389人（12.8％)

356人（13.2％)

239人（15.2％)

1,180人
（19.5％）

6,058人

851人
（28.0％）

3,039人

1,276人
（47.5％）

2,689人

835人
（53.1％)

1,573人

自動車乗車中が多い

歩行中が多い

28人
（1.0％）

注　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。

歩行中自転車乗用中原付乗車中自動二輪車乗車中自動車乗車中

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％0％20％40％

女男

60％80％100％

15歳以下

16～ 24歳

25～ 64歳

65 歳以上

合　計 376人
（23.9％）

14人
（0.9％）

104人
（6.6％）

239人
（15.2％）

835人
（53.1％）

189人
（17.3％）

68人
（6.2％）

148人
（13.5％）

685人
（62.6％）

126人
（36.7％）

7人
（2.0％）

28人
（8.2％）

61人
（17.8％）

121人
（35.3％）

45人
（52.3％）

6人
（7.0％）

7人
（8.1％）

19人
（22.1％）

9人
（10.5％）

16人
（32.7％）

1,066人
（35.1％）

372人
（31.9％）

544人
（37.4％）

135人
（38.5％）

15人
（23.1％）

499人
（16.4％）

42人
（3.6％）

334人
（22.9％）

123人
（35.0％）

229人
（7.5％）

87人
（7.5％）

96人
（6.6％）

44人
（12.5％）

2人
（3.1％）

389人
（12.8％）

227人
（19.5％）

125人
（8.6％）

21人
（6.0％）

16人
（24.6％）

851人
（28.0％）

436人
（37.4％）

355人
（24.4％）

28人
（8.0％）

32人
（49.2％）

1人
（2.0％）

1人
（2.0％）

11人
（22.4％）

20人
（40.8％）

注　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。

７２．１％であり，前年と比較すると０．７ポイント上昇
し，１６年以降漸増傾向にある。
６歳未満幼児の自動車同乗中の致死率及び死亡重
傷率をみると，チャイルドシートの使用者率の向上
に伴い，１０年前に比べ致死率は横ばい傾向にある
が，死亡重傷率は減少する傾向にある（第１―２４図）。

平成２３年中のチャイルドシート使用有無別の死亡
重傷率をみると，正しく使用した場合に比べ，不使
用者は６．２倍，不適正使用者は８．７倍であり，致死率
をみると，それぞれ２４．７倍，５３．２倍となる（第１―２５
図）。

第１―１７図 男女別・状態別交通事故死者数

第１―１８図 男女別・状態別・年齢層別交通事故死者数（平成２３年）
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１６

交
通
死
亡
事
故
件
数

交
通
事
故
件
数

（件） （件）

0
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10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

23年222120191817161514平成13
0

500

1,000

1,500

2,000

交通事故件数
死亡事故件数

25,400

20,328

16,374
15,178

13,875

11,625

7,558
6,219 5,725 5,553 5,029

1,191

997

780
710 707

611

430

305 292 287 269

注　警察庁資料による。

（人）

不明シートベルト非着用シートベルト着用

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

23年22年21年20年19年18年17年16年15年14年平成13年

1,377人
（37.1％） 1,337人

（38.9％）
1,224人
（40.4％）

1,174人
（40.2％）

1,178人
（43.3％） 1,035人

（43.9％） 938人
（46.6％） 819人

（47.9％）
825人

（51.6％）
815人

（50.9％）
733人

（50.8％）

2,167人
（58.4％）

1,973人
（57.4％）

1,675人
（55.3％） 1,592人

（54.6％） 1,410人
（51.8％）

1,210人
（51.3％）

1,001人
（49.7％）

816人
（47.7％）

716人
（44.8％）

741人
（46.3％） 671人

（46.5％）

167人

128人

129人
152人

134人

114人

74人

75人
59人 46人

38人

3,711人

3,438人

3,028人
2,918人

2,722人

2,359人

2,013人

1,710人
1,600人 1,602人

1,442人

注　警察庁資料による。

⑻月別，曜日別，昼夜別交通事故発生状況
平成２３年中の交通事故発生状況を月別，曜日別，
昼夜別にみると次のとおりである。
ア 月別交通事故発生状況
交通事故発生件数，交通事故死者数ともに１２月が

ピークとなっており，年の後半に多くなる傾向が続
いている（第１―２６図）。
イ 曜日別交通死亡事故発生件数
曜日別一日平均交通死亡事故発生件数をみると，
木曜日（１２．９件），土曜日（１２．７件），水曜日（１２．６

第１―１９図 原付以上運転者（第１当事者）の飲酒運転による交通事故件数，交通死亡事故件数の推移

第１―２０図 シートベルト着用の有無別自動車乗車中死者数の推移
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１７
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死
者
数

シ
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ト
ベ
ル
ト
着
用
率

86.4
87.2 87.5

88.3 88.8 89.1 89.1

91.3

93.3 93.4 93.6

1,554

1,422

1,209
1,157

1,031

898

724
605
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256
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75 71 66 56290 278 256 257 213 162 168 134 123 128 123

注　警察庁資料による。

非着用着用

（％）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

合計後部座席助手席運転席

0.14

8.21
（58.9倍）

0.16

2.17
（13.5倍）

0.18

0.57
（3.2倍）

0.15

2.13
（14.7倍）

注　警察庁資料による。ただし，「その他」は省略している。

件），月曜日（１２．５件）の順に多い（第１―２７図）。
ウ 昼夜別交通事故発生状況
交通事故全体でみると，夜間の発生が約４分の１
（２６．５％）であったのに対して，交通死亡事故でみ
ると，夜間の発生が，約半数を超える（５１．３％）で
あった。昼夜別の交通死亡事故発生件数の推移をみ
ると，平成１８年以来５年振りに昼間死亡事故件数が
夜間死亡事故件数を下回った（第１―２８図）。

⑼道路形状別交通死亡事故発生件数
平成２３年中の交通死亡事故発生件数を道路形状別
にみると，交差点内が最も多く（３５．７％），次いで
一般単路（交差点，カーブ，トンネル，踏切等を除
いた道路形状をいう。）（３２．６％），カーブ（１５．３％）
の順になった（第１―２９図）。
⑽第１当事者別の交通死亡事故発生件数
平成２３年中の第１当事者（交通事故の当事者のう
ち，過失が最も重い者又は過失が同程度の場合は被

第１―２１図 乗車位置別シートベルト非着用者及びシートベルト着用者率の推移

第１―２２図 座席位置別・シートベルト着用有無別致死率（平成２３年）
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１８

チャイルドシート不使用  死者チャイルドシート使用  死者 重傷者

（人） （人）
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数
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傷
者
数
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注　警察庁資料による。ただし，「使用不明」は省略している。
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23年22年21年20年19年18年17年16年15年14年平成13年
0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

チャイルドシート使用者率
死亡重傷率
致死率

56.9

59.2
57.1

58.9 59.9 60.5
64.0

67.8
70.5 71.4 72.1

0.35
0.27 0.23 0.30

0.16 0.17 0.18 0.15 0.19 0.18 0.18

1.97

1.69 1.50 1.54 1.50 1.48 1.47
1.37

1.21 1.26 1.30

注　警察庁資料による。

害が最も軽い者をいう。）の交通死亡事故発生件数
を車種別にみると，自家用乗用車（５０．１％）及び自
家用貨物車（１９．４％）で全体の約７割を占めている
（第１―３０図）。
自動車運転者が第１当事者となった交通死亡事故
発生件数は，減少傾向で推移している。１０年前と比
較すると，１６～２４歳の若者は約３分の１に減少した

のに対し，６５歳以上の高齢者は横ばいである（第１―
３１図）。
⑾法令違反別交通死亡事故発生件数
平成２３年中の交通死亡事故発生件数を法令違反別
（第１当事者）にみると，安全運転義務違反が
５７．５％を占め，中でも漫然運転（１６．５％），脇見運
転（１４．６％），安全不確認（１０．２％）が多い（第１―３２

第１―２３図 チャイルドシート使用有無別死者数及び重傷者数の推移

第１―２４図 チャイルドシート使用者率，致死率及び死亡重傷率の推移
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１９
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注　警察庁資料による。
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注　警察庁資料による。

図）。
⑿事故類型別交通死亡事故発生件数
平成２３年中の交通死亡事故発生件数を事故類型別
にみると，人対車両の横断中が最も多く（２６．０％），
次いで車両相互の出会い頭衝突（１５．０％），車両単
独の工作物衝突（１３．５％）の順に多い（第１―３３図）。

3高速自動車国道等における交通事故発生状況
⑴概況
平成２３年中の高速自動車国道等（高速自動車国道
及び指定自動車専用道路（道路交通法第１１０条第１
項の規定により国家公安委員会が指定する自動車専
用道路）をいう。以下同じ。）における交通事故発
生件数は１万１，７０８件（うち交通死亡事故１８８件）で，
これによる死者数は２１４人，負傷者数は１万９，９９６人

第１―２５図 チャイルドシート使用有無別致死率及び死亡重傷率（平成２３年）

第１―２６図 交通事故死者数及び事故発生件数の月別推移
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２０

昼間 夜間

（件） （件）死亡事故件数 交通事故発生件数
0 200,000 400,000 600,000

平成23年

平成22年

平成21年

平成20年

平成19年

平成18年

平成17年

平成16年

平成15年

平成14年

平成13年
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3,583件
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3,013件
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672,262件

684,490件
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639,167件
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2,487件（49.5％）
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2,329件（49.3％）

2,297件（51.3％）

285,479件（30.1％）

276,093件（29.5％）

275,731件（29.1％）

267,701件（28.1％）

260,632件（27.9％）

247,697件（27.9％）

220,775件（26.5％）

204,039件（26.6％）

193,120件（26.2％）

192,971件（26.6％）

183,167件（26.5％）

注　警察庁資料による。
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注　警察庁資料による。

であった（第１―３４図）。
前年と比べると，交通事故発生件数及び負傷者数
は僅かに減少したものの，死者数は２６人（１３．８％）
増加した。
⑵死亡事故率
高速自動車国道等は自動車専用の道路であり，原
則として上下線が分離されていることなどから事故
率は低く，高速自動車国道についてみれば，平成２３
年で１億走行台キロ当たりの交通事故発生件数は
７．８件である。

しかし，高速自動車国道等は高速走行となるた
め，わずかな運転ミスが交通事故に結びつきやす
く，事故が発生した場合の被害も大きく，関係車両
や死者も多数に及ぶ重大事故に発展することが多
い。このため，死亡事故率は，その他の道路の約
２．５倍である。
⑶事故類型別及び法令違反別発生状況
平成２３年中の高速自動車国道等における事故類型
別交通事故発生状況をみると，車両相互の事故の割
合（８７．３％）が最も高い。車両単独事故の割合

第１―２７図 曜日別一日平均死亡事故発生件数

第１―２８図 昼夜別死亡事故件数及び交通事故発生件数の推移
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２１

踏切・その他
67件

（1.5％）

トンネル・橋
106件
（2.4％）

カーブ
685件

（15.3％）

一般単路
1,460件
（32.6％） 交差点付近

563件
（12.6％）

交差点内
1,600件
（35.7％）単路

2,251件
（50.2％）

交差点
2,163件
（48.3％）

注　１　警察庁資料による。
　　２　（　）内は，発生件数の構成率である。

合　計
4,481件

その他・不明
57件

（1.3％）

歩行者
137件
（3.1％）自転車

193件
（4.3％）原付

217件
（4.8％）

自動二輪車
332件
（7.4％）

貨物車
871件

（19.4％）
乗用車
2,247件
（50.1％）

貨物車
363件
（8.1％）

乗用車
64件

（1.4％）

二輪車
549件

（12.3％）

自家用
3,118件
（69.6％）

事業用
427件
（9.5％）

注　１　警察庁資料による。
　　２　（　）内は，発生件数の構成率である。

合　計
4,481件

（
指　
　

数
）

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

23年18平成13年

65歳以上
16～ 24歳
総数

0.54

0.34

0.92

注　１　警察庁資料による。
　　２　平成13年を１とした指数

（１１．３％）は，その他の道路（４．１％）と比較して
高くなっている。
車両相互の事故では，車線上の停止車への追突が
最も多く，次いで走行車への追突が多くなってい
る。
車両単独の事故では，防護さく等への衝突が最も
多く，次いで中央分離帯への衝突が多くなってい
る。また，法令違反別発生状況をみると，安全運転

義務違反が９０．２％を占めており，その内容は前方不
注視（４２．０％），動静不注視（２３．４％），安全不確認
（１１．０％），ハンドル操作不適（６．３％）が多い。
⑷昼夜別交通事故発生状況
平成２３年中の高速自動車国道等における昼夜別交
通事故発生状況をみると，交通事故全体では昼間の
発生（６９．５％）が夜間の発生（３０．５％）の約２．３倍
となっているが，交通死亡事故でみると，夜間の発

第１―２９図 道路形状別死亡事故発生件数（平成２３年） 第１―３０図 車種別（第１当事者）死亡事故発生件数（平成２３年）

第１―３１図 自動車（第１当事者）運転者の若者・高齢者別死亡事故発生件数の推移



第１編 陸上交通 第１部 道路交通

２２

合　計
4,481件

当事者不明 32件（0.7％）歩行者 137件（3.1％）　

その他の違反
482件

（10.8％）

追越違反
29件（0.6％）

通行区分違反
192件（4.3％）

優先通行妨害
137件（3.1％）

歩行者妨害等
247件（5.5％）

信号無視
214件
（4.8％）

一時不停止等
160件（3.6％）

酒酔い運転
47件

（1.0％）

その他
295件
（6.6％）

安全不確認
458件

（10.2％）

脇見運転
652件

（14.6％）

漫然運転
739件

（16.5％）

運転操作不適
432件
（9.6％）

最高速度違反
228件
（5.1％）

安全運転義務違反
2,576件
（57.5％）

注　１　警察庁資料による。
　　２　（　）内は，発生件数の構成率である。

合　計
4,481件

その他 129件（2.9％）

路外逸脱
153件
（3.4％）

工作物衝突
604件

（13.5％）

その他
274件
（6.1％）

追突
299件
（6.7％）

右折時衝突
245件
（5.5％）

正面衝突
450件

（10.0％）

出会い頭衝突
671件

（15.0％）

その他
288件
（6.4％）

対・背面通行中
169件（3.8％）

その他横断中
655件

（14.6％）

横断歩道横断中
511件

（11.4％）

列車 33件（0.7％）

車両単独
886件

（19.8％）

車両相互
1,939件
（43.3％）

人対車両
1,623件
（36.2％）

注　１　警察庁資料による。
　　２　（　）内は，発生件数の構成率である。
　　３　横断歩道横断中には，横断歩道付近横断中を含む。

供
用
延
長
（
㎞
）・
負
傷
者
数
（
人
）・
事
故
件
数
（
件
）

死
者
数
（
人
）

負傷者数
供用延長

事故件数
死者数

19,996人

214人

10,753.6㎞
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100

200

300

400

500

23年222120191817161514平成13

11,708件

注　警察庁資料による。

生（５８．０％）が昼間の発生（４２．０％）の約１．４倍と
なっており，死亡事故率では夜間（３．１％）が昼間
（１．０％）の３．１倍となっている。

第１―３２図 法令違反別（第１当事者）死亡事故発生件
数（平成２３年）

第１―３３図 事故類型別死亡事故発生件数（平成２３年）

第１―３４図 高速自動車国道等における交通事故発生状況の推移




